
試行調査等の概要

３ 活動量評価にかかる試行調査等について

○ 多面版ＳＤＧｓローカル指標を用いた活動量評価について、多面的機能支払交付金の活動を現場で支える
行政（市）がどのように評価するか調査した。

○ 今回の試行調査は、 本交付金のＳＤＧｓへの貢献が平均的であり、ある程度の活動規模がある市を対象
として選定した。

○ 試行調査においては、活動量評価の活用方法等について聞き取るとともに、実績報告から把握できない
指標の把握に要する労力等も確認した。

○ また、別途補足調査として、活動組織に対して多面版ＳＤＧｓローカル指標の活用方法等について聞き取
るととともに、大学生が本交付金による地域の共同活動がＳＤＧｓへ貢献していることを知った際に同活動
に関心を持つかどうか等を聞き取った。

試行調査（市）

・ 調査対象：Ｘ市、Ｙ市

・ 調査形式：アンケート調査票を配布

・ 調査内容：①多面版ＳＤＧｓローカル指標
や活動量評価（県＋市）の内容を確
認頂き、活用方法等についての評価
を確認。

②実績報告から把握できない指標の
把握に要する労力等を確認。

補足調査（活動組織）

・ 調査対象：４組織（両市から各２組織）の代表

・ 調査形式：アンケート調査票を配布

・ 調査内容：多面版ＳＤＧｓローカル指標の内容を
確認頂き、活用方法等についての評価を
確認。

補足調査（大学生）

・ 調査対象：大学生（２大学）

・ 調査形式：ＷＥＢアンケート調査

・ 調査内容：地域の共同活動がＳＤＧｓへ貢献して
いることを知った際に共同活動に関心を
持つかどうか等を確認。
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○ ２市に対して試行調査を実施した。（Ｘ市、Ｙ市）
○ はじめに、多面版ＳＤＧｓローカル指標がどのようなものか理解していただくため、昨年度に大崎市で実施
した試行調査と同様の整理を行った。その際、実績報告(様式2-4)から把握できる指標は予め事務局で記入した
上で、実績報告から把握できない指標(例：環境支払や小水力発電に取り組む組織数など)は情報提供頂いた。

（１）試行調査（市）

図 昨年度同様の試行調査 Ｙ市の事例（一部抜粋）

実績報告から把握できない指標



各指標値の推移

図 活動量評価 Ｙ市の事例（一部抜粋）

（１）試行調査（市）

○ 次に、両市の取組状況を経年推移等の視点で評価した活動量評価（各指標値の推移や目標間のバランス
と推移など）を提示して、その活用方法等を聞き取った。

６

カバー率（取組面積割合） 取組組織の割合



目標間のバランスと推移（偏差値による比較：R2）

図 活動量評価 Ｙ市の事例（一部抜粋）

（１）試行調査（市）

○ 目標間のバランスと推移については、県の活動量評価も提示して市の取組状況と比較できるようにした。

カバー率（取組面積割合） 取組組織の割合
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○ 両市の担当者に多面版ＳＤＧｓローカル指標や活動量評価等を確認いただき、活用方法等について聞き取った。

○ その結果、本交付金の持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）への貢献に係る一連の整理内容について、両市の担当者
とも理解は示しつつも、ＳＤＧｓが地域に浸透していない、貢献度や達成度に明確な基準がないためどの程度貢献
しているのか達成度合が見えるとよい等の回答があった。

○ また、実績報告から把握できない指標の把握については、各種報告資料等の確認や活動組織への聞き取り等が必
要であり、把握に時間を要する等の回答があった。

（１）試行調査（市）
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【調査結果】



図 アイディアシート（一部抜粋）

○ 活動組織（両市から各２組織、計４組織）の代表に対して補足調査を実施した。
○ 補足調査に当たっては、活動組織の方がを簡単にＳＤＧｓへの貢献度をチェック可能で、自らの活動状
況を振り返ることを期待し、多面的機能支払ＳＤＧｓアイディアシート（以下、「アイディアシート」）
を作成した。 （チェックをつけることで目標毎の貢献度（実施状況）を確認できる様式）。

○ 補足調査では、活動組織の方にアイディアシートを活用し、ＳＤＧｓへの貢献が今後の活動を展開して
いく上で有効かどうかを聞き取った。

（２）補足調査（活動組織）

チェックすると自動で集計される
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（２）補足調査（活動組織）

○ 活動組織の代表４名にアイディアシートを確認いただき活用方法について聞き取った。また、追加的に可
能な範囲で活動組織の構成員（自治会３名、女性会３名、学校・PTA３名、農業団体１名）からも活用方法につ
いて聞き取った。

○ その結果、アイディアシートについては、活動が思った以上にＳＤＧｓと密接に関係していると気づい
た、今後はＳＤＧｓを意識しながら活動できるよう検討したいなどと、一定の評価を得た。

○ 活動を展開していく上での有効性については、活動のマンネリ化を防ぐ一助になる、活動内容を再点検
できるなど有効だと思う旨の回答を得たものの、半数以上から地域住民のＳＤＧｓ自体の理解が不足して
いるとの回答を得た。

○ また、アイディアシートの難易度については、代表３名からは簡単である旨回答を得たが、その他から
は、活動が限定的でありどの内容に当てはまるのか分かりにくい、活動をＳＤＧｓと結びつけることが想
像しにくいことなどから難しかった旨回答を得た。

【調査結果】




